
長
尾
雨
山
が
上
海
で
參
加
し
た
詩
會
に
つ
い
て

二
三
七

は
じ
め
に

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
十
二
⺼
、
漢
學
者
・
長
尾
雨
山
（
一
八
六
四―

一
九
四

二
）
は
、
足
か
け
十
二
年
に
わ
た
る
上
海
滯
在
を
終
え
て
歸
國
し
、
京
都
に
卜
居

し
て
、
關
西
文
墨
界
の
指
導
者
的
存
在
と
な
る
。
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の

が
、
雨
山
の
主
宰
に
な
る
壽

會
、
赤
壁
會
と
い
う
宋
の

東
坡
を
し
の
ぶ
詩
會

の
開
催
で
あ
っ
た
。

壽

會
、
赤
壁
會
に
は
、
學
界
、
書
畫
文
墨
界
の
み
な
ら
ず
、
政
財
界
、
新
聞

出
版
界
な
ど
か
ら
漢
學
の
素
養
を
㊒
す
る
人
士
が
集
い
、
內

湖
南
（
一
八
六
六

―

一
九
三
四
）
や
犬
養
木
堂
（
一
八
五
五―

一
九
三
二
）
の
人
脉
と
も
重
な
っ
て
、

一
大
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
大
き
な
影
响
力
を
㊒
す
る
こ
と
に
な
る
。

雨
山
は
、
こ
れ
ら
の
會
に
つ
い
て
、
中
國
で
參
加
し
た
詩
會
を
日
本
で
も
行
お

う
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
、
し
か
も
、
上
海
の
詩
會
は
、
自
ら
の
創
始
に
な
る

と
い
う
。

本
稿
で
は
、
こ
の
雨
山
が
中
國
で
參
加
し
、
し
か
も
創
始
し
た
と
い
う
詩
會
に

つ
い
て
考
察
し
、
そ
れ
ら
の
詩
集
に

め
ら
れ
て
い
る
詩
を
紹
介
し
た
い
。
こ
の

こ
と
に
よ
り
、
長
尾
雨
山
と
い
う
當
時
最
先
端
の
中
國
文
墨
趣
味
に
通
じ
た
漢
學

者
の
果
た
し
た
貢
獻
に
、
照
朙
を
あ
て
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

な
お
、
長
尾
雨
山
に
つ
い
て
は
、
雨
山
の
五
男
・
長
尾
正
和
の
「
長
尾
雨
山
」

（
禮
之
の
筆
名
を
用
い
て
い
る
）（
一
）
～
（
十
二
）（『
册
府
』
第
十
～
二
十
一
號
・
一

九
五
九
～
一
九
六
五
・
彙
文
堂
書

 

所

）、
杉
村
邦
彥
「
長
尾
雨
山
と
そ
の
交
友
」

（
一
）
～
（
十
五
）（『
墨
』
一
一
六
號
～
一
三
〇
號
・
一
九
九
五
～
一
九
九
八
・

術
新

聞
社 

所

）、
杉
村
邦
彥
「
㊒
關
長
尾
雨
山
的
硏
究
㊮
料
及
其

事

干
」〔
中

文
〕（『
印
學
論
談
』・
一
九
九
三
・
西
泠
印
社
出
版
社 

所

）
な
ど
の
硏
究
が
あ
る
。

ま
た
、
上
海
時
代
の
雨
山
と
勤
務
し
た
商
務
印
書
館
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
樽
本

照
雄
『
淸
末
小
說
閑
談
』（
一
九
八
三
・
法
律
文
化
社
）、
同
『
初
朞
商
務
印
書
館
硏

究 

增
補
版
』（
二
〇
〇
四
・
淸
末
小
說
硏
究
會
）
な
ど
の
硏
究
が
、
詩
友
と
し
て
交

わ
っ
た
吳
昌
碩
（
一
八
四
四―

一
九
二
七
）
と
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
拙

『
吳
昌

碩
硏
究
』（
二
〇
〇
九
・
硏
文
出
版
）
所

論
文
お
よ
び
拙
稿
「
長
尾
雨
山
と
吳
昌

碩
」（『
中
國
文
化
』
第
七
十
二
號
・
二
〇
一
四
・
中
國
文
化
學
會
）
な
ど
の
硏
究
が
あ

り
、
雨
山
が
壽

會
で
詠
じ
た
宋
の

東
坡
に
ま
つ
わ
る
詩
に
つ
い
て
は
、
池
澤

滋
子
「
長
尾
雨
山
と

軾
」（『
現
代
中
國
文
化
の
軌
跡
』・
二
〇
〇
五
・
中
央
大
學
出
版

 
所

）
が
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
硏
究
に
は
、
雨
山
が
上
海
で
參
加
し
た
詩

會
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
觸
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
雨
山
の
上
海
時
代
の
詩
で
あ
る

長
尾
雨
山
が
上
海
で
參
加
し
た
詩
會
に
つ
い
て

�

松
村

樹



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
六
集

二
三
八

一
四
）
十
二
⺼
、
上
海
在
住
足
か
け
十
二
年
、
實
質
十
一
年
で
歸
國
し
、
京
都
に

寄
寓
、
平
安
書
衟
會
副
會
長
な
ど
を
つ
と
め
、
在
野
の
學
究
と
し
て
尊

を
集
め

た
。雨

山
は
歸
國
後
、

す
る
宋
の

東
坡
を
記
念
す
る
壽

會
、
赤
壁
會
を
開

催
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
歬
出
の
長
尾
正
和
「
長
尾
雨
山
」（
八
）
～

（
十
）（『
册
府
』
第
十
七
～
十
九
號
・
一
九
六
二
～
一
九
六
四
・
彙
文
堂
書

 

所

）、
同

「
京
都
の
壽

會
」（『
書
論
』
第
五
號
・
一
九
七
四
・
書
論
編
集
室 

所

）、
同
「
壽

會
と
赤
壁
會
」（
上
）（
下
）（『
墨
美
』
第
二
五
二
、
二
五
三
號
・
一
九
七
五
・
墨
美

社 

所

）、
お
よ
び
柏
木
知
子
「
富
岡
鐵
齋
の
見
た
壽

會
」（『
鐵
齋
硏
究
』
第
七

二
號
・
二
〇
〇
九
・
鐵
齋
美
術
館 

所（
３
））
に
詳
し
い
。
こ
れ
ら
の
㊮
料
を
も
と
に
、

各
會
の
日
時
、
場
所
、
關
係
者
を
拔
粹
す
る
。

①
乙
卯
壽

會
・
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
一
⺼
十
二
日
（
陰
曆
乙
卯
十
二
⺼
十

九
日
）
於
圓
山
春
雲
樓
（
左
阿
彌
）

主
催
者
：
富
岡
桃

、
長
尾
雨
山　

參
加
者
：
富
岡
鐵
齋
、
山
本

山
、
羅

振
玉
、
羅
福

、
王
國
維
、
內

湖
南
、
狩
野
君
山
、
上
村
閑
堂
、
磯
野
秋

渚
、
西
村
天
囚　

周
旋
者
：
原
田
大

②
㆛
辰
壽

會
・
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
一
⺼
十
二
日
（
陰
曆
㆛
辰
十
二
⺼
十

九
日
）
於
圓
山
春
雲
樓
（
左
阿
彌
）

主
催
者
：
富
岡
桃

、
長
尾
雨
山　

參
加
者
：
富
岡
鐵
齋
、
山
本

山
、
榊

原
鐵
硯
、
江
上
瓊
山
、
高
野
竹
隱
、
桑
名
鐵
城
、
羅
振
玉
、
羅
福

、
上
野

㊒
竹
、
本
山
松
陰
、
籾
山
衣
洲
、
磯
野
秋
渚
、
西
村
天
囚
、
小
川

齋　

協

贊
者
：
白
石
鹿
叟
、
友
永
霞
峰　

周
旋
者
：
原
田
大

③
丁
巳
壽

會
・
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
一
⺼
三
十
一
日
（
陰
曆
丁
巳
十
二
⺼

十
九
日
）
於
圓
山
春
雲
樓
（
左
阿
彌
）

主
催
者
：
長
尾
雨
山　

參
加
者
：
籾
山
衣
洲
、
磯
野
秋
渚
、
江
上
瓊
山
、
山

「
五
十
自
嘲
詩
」
を
紹
介
し
た
杉
村
邦
彥
「
上
海
時
代
の
長
尾
雨
山
の
翰
墨
生
活

一
斑―

五
十
自
嘲
詩
と
潘
存
臨
鄭
文
公
下
碑
跋―

」（『
書
學
書
衟
史
論
叢
／
２
０
１

１
』・
二
〇
一
一
・

原
書
房 

所

）
に
も
、
論
及
は
な
い
が
、「
私
が
こ
れ
ま
で

集
し
て
き
た
雨
山
の
遺
稿
の
中
か
ら
、
上
海
滯
在
中
の
年
⺼
を
朙
記
し
た
遺
詩
・

遺
文
で
、
本
稿
に
取
り
上
げ
た
以
外
の
も
の
を
、
後
日
の
參
考
の
た
め
年
⺼
順
に

列
擧
し
て
お
く
」
と
し
て
、
計
十
六
篇
の
詩
文
を
擧
げ
て
お
り
、
こ
の
中
に
見
え

る
「
劉
炳
照

復
丁
老
人
詩
記
跋 

朙
治
四
十
一
年
戊
申
（
一
九
〇
八
）
五
⺼
」
と

「
語
石
先
生
（
劉
炳
照
）
以
百
老
吟
見
示
、
步
原

二
首 

錢

耆
輯
百
老
吟
所

、

庚
戌
（
宣

二
年
、
一
九
一
〇
）
太
倉
錢
氏
聽
邠
館
刊
本
」
の
二
篇
は
、
雨
山
が
上

海
で
參
加
し
た
詩
會
に
關
す
る
詩
文
で
あ
り
、
詩
文
名
と
所

刊
本
名
の
み
と
は

い
え
、
こ
れ
を
紹
介
し
た
意
義
は
大
き
い
。
本
稿
執
筆
に
お
い
て
は
、
こ
の
二
篇

の
詩
文
に
あ
た
る
と
こ
ろ
か
ら
㊮
料
調
査
を
開
始
し
た
。
こ
の
こ
と
を
記
し
、
先

學
に
感
謝
し
た
い
。

一
、
長
尾
雨
山
と
壽

會
、
赤
壁
會

長
尾
雨
山
は
、
通
稱
を
槇
太
郞
、
名
を
甲
、
字
を
子
生
と
い
い
、
雨
山
、
石

隱
、
无
悶
と
號
し
た
。
そ
の
居
を
何
遠
樓
、
艸
聖
堂
、
漢
塼
齋
と
い
う
。
讚
岐
高

松
の
人
。
東
京
大
學
古
典
講
習
科
を
卒
業
後
、
學
習
院
敎
師
、
東
京
美
術
學
校
講

師（
１
）、
第
五
高
等
學
校
敎
授
、
東
京
高
等
師
範
學
校
敎
授
な
ど
を
歷
任
、
い
わ
ゆ
る

敎
科
書
疑
獄
事
件
に
ま
き
こ
ま
れ
、
無
實
の
罪
で
東
京
高
師
を
辭（
２
）、
朙
治
三

十
六
年
（
一
九
〇
三
）
十
二
⺼
、
上
海
に
渡
り
、
商
務
印
書
館
に
勤
務
し
た
。
商

務
印
書
館
で
は
、
主
に
敎
科
書
編
纂
に
あ
た
り
、
日
本
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
中
國
に

傳
え
、『
最
新
國
文
敎
科
書
』（
一
九
〇
四
・
商
務
印
書
館
）
な
ど
を
校
訂
し
た
。
ま

た
、
劉
炳
照
（
一
八
四
七―

一
九
一
七
）
と
共
に
上
海
で
詩
會
を
興
し
、
後
、
鄰
人

と
な
っ
た
吳
昌
碩
の
紹
介
で
、
西
泠
印
社
同
人
に
も
な
っ
た
。
大
正
三
年
（
一
九



長
尾
雨
山
が
上
海
で
參
加
し
た
詩
會
に
つ
い
て

二
三
九

八
木
淸
八
、
松
井
貞
太
郞
、
松
永
非
石
、
牧
野
梅
窓
、

井
靜
堂
、
小
村
大

雲
、
阿

笙
洲
、
柚
木
玉
邨
、
水
田
竹
圃
、
三
浦
梅
癡
、
三
野
二
山
、
箕
浦

江
、
庄
司
杜
峰
、
柴
田
瞻
山
、
守
屋
孝

、
瀨
川
犇
山
、
杉
野
僲
山

こ
こ
に
見
え
る
關
係
者
は
、
內

湖
南
・
狩
野
君
山
（
一
八
六
八―

一
九
四
七
）

等
の
學
界
、
富
岡
鐵
齋
（
一
八
三
七―

一
九
二
四
）・
山
本

山
（
一
八
六
三―

一
九

三
四
）
等
の
書
畫
文
墨
界
の
み
な
ら
ず
、
犬
養
木
堂
・
小
川

齋
（
一
八
七
〇―

一

九
二
六
）
等
の
政
財
界
、
上
野
㊒
竹
（
一
八
四
八―

一
九
一
九
）・
本
山
松
陰
（
一
八

五
三―

一
九
三
二
）
等
の
新
聞
出
版
界
、
さ
ら
に
は
、
吳
昌
碩
・
羅
振
玉
（
一
八
六

六―

一
九
四
〇
）
等
の
中
國
人
士
に
及
ん
で
お
り
、
こ
れ
ら
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

つ
な
い
だ
雨
山
の
功
績
は
極
め
て
大
き
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

な
お
、
白
石
鹿
叟
（
一
八
六
八―

一
九
三
四
）
と
友
永
霞
峰
（
生
卒
年
未
詳
）
は
、

上
海
で
日
本
料
亭
お
よ
び
古
玩
書
畫
店
を
營
む
實
業
家
で
、
㆛
辰
壽

會
に
は
松

江
の
鱸
魚
を
、
己
未
壽

會
に
は
鱖
魚
を
送
っ
て
き
た
。
ま
た
、
己
未
壽

會
の

際
、
吳
昌
碩
と
次
男
の
吳

（
一
八
七
六―

一
九
二
七
）
は
詩
を
、
吳
昌
碩
の
弟

子
で
パ
ト
ロ
ン
の
王
一
亭
（
一
八
六
七―

一
九
三
八
）
は
畫
を
、
吳
昌
碩
が
社
長
を

つ
と
め
る
西
泠
印
社
の
發
起
人
の
一
人
で
あ
る
丁
輔
之
（
一
八
七
九―

一
九
四
九
）

は
「

文
忠
公
笠
屐
象
硯
拓
本
」
を
寄
せ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
協
贊
者
は
す
べ
て

雨
山
上
海
時
代
の
知
友
で
あ
る
。

二
、
雨
山
創
始
に
な
る
上
海
の
詩
會

雨
山
は
、
講
演
錄
「

那
南
畫
に
つ
い
て
」（
長
尾
雨
山
『
中
國
書
畫
話
』・
一
九

六
五
・
筑
摩
書
房 

所

）
の
中
で
、

　

私
が

那
に
お
り
ま
し
た
時
分
に
文
學
や
そ
の
他
の
學
問
の
上
に
つ
き
ま

し
て
、
多
く
の
先
輩
諸
大
家
の
人
と
親
し
く
し
て
お
り
ま
し
た
。
每
⺼
集
ま

っ
て
詩
を
作
っ
た
り
す
る
こ
と
も
や
っ
て
お
り
ま
し
た
。
一
日
詩
會
が
あ
り

本

山
、
高
野
竹
隱
、
柚
木
玉
邨
、
內

湖
南
、
木
內
東
洋
、
狩
野
君
山
、

羅
振
玉
、
羅
福
　

周
旋
者
：
原
田
大

④
己
未
壽

會
・
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
二
⺼
八
日
（
陰
曆
己
未
十
二
⺼
十
九

日
）
於
圓
山
春
雲
樓
（
左
阿
彌
）

主
催
者
：
長
尾
雨
山　

參
加
者
：
柴
田
節
堂
、
江
上
瓊
山
、
山
本

山
、
高

野
竹
隱
、
上
田
丹
厓
、
朽
木
硏
堂
、
內

湖
南
、
鈴
木
豹
軒
、
奧
村
竹
亭
、

磯
野
秋
渚
、
松
本
香
洲
、
永
田
聽
泉　

協
贊
者
：
吳
昌
碩
、
吳

、
王
一

亭
、
丁
輔
之
、
白
石
鹿
叟
、
友
永
霞
峰

⑤
庚
申
壽

會
・
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
一
⺼
二
十
七
日
（
陰
曆
庚
申
十
二
⺼

十
九
日
）
於
圓
山
淸
風
閣
（
左
阿
彌
）

主
催
者
：
長
尾
雨
山　

參
加
者
：
富
岡
鐵
齋
、
鈴
木
豹
軒
、
松
本
香
洲
ほ
か

不
朙

⑥
壬
戌
赤
壁
會
・
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
九
⺼
七
日
（
陰
曆
壬
戌
七
⺼
十
六

日
）
於
洛
南
宇
治
橋
西

碧
樓
（

屋
）

發
起
人
：
犬
養
木
堂
、
國
分
靑
厓
、
西
村
天
囚
、
牧
野
靜
齋
、

地
惺
堂
、

山
本
二
峰
、
黑
木
欽
堂
、
榊
原
鐵
硯
、
田
邊
碧
堂
、
磯
野
秋
渚
、
本
山
松
陰
、

小
川

齋
、
林

堂
、
阪
田
九
峰
、

木
看
雲
、
柚
木
玉
邨
、
橋
本
海
鶴
、

大
西
見
山
、
富
岡
鐵
齋
、
狩
野
君
山
、
內

湖
南
、
鈴
木
豹
軒
、
山
本

山
、

大
谷
禿
庵
、
三
浦
梅
癡
、
奧
村
竹
亭
、
長
尾
雨
山
（
實
質
的
主
催
者
）

⑦
㆛
子
壽

會
・
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
一
⺼
三
十
一
日
（
陰
曆
㆛
子
十
二

⺼
十
九
日
）
於
岡
崎
つ
る
家

發
起
人
：
伊

壽
一
、
入
澤
昕
江
、
出
雲
路
春
塢
、
稻
垣
龍
峰
、
石
田
凌
風
、

小
川
睦
之
助
、
大
谷
瑩
誠
、
大
塚
雨
峰
、
高
瀨
惺
軒
、
園
田
湖
城
、
中
井
焦

陰
、
長
尾
雨
山
（
實
質
的
主
催
者
）、
中
川
白
雲
、
中
村
準
策
、
中
村
石

、

中
野
越
南
、
樂
雙
橘
、
野
村
得
庵
、
能
勢
照
鄕
、
熊
谷
直
之
、
山
本
紫
竹
、



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
六
集

二
四
〇

 

所

）
の
冐
頭
に
、

甲
麤
解
文
字
、
游

中
原
、
與
海
上
寓
公
、
聯
吟
結
社
。
迭
爲
賓
主
、
所
拳

拳
服
膺
者
、
㊒
友
五
人
焉
。

〔
私
は
あ
ら
あ
ら
文
字
を
解
し
、
中
國
に
遊

し
、
上
海
に
寓
居
す
る
人
々

と
、
共
に
詩
を
作
る
べ
く
社
を
結
ん
だ
。
互
い
に
賓
主
と
な
り
、
胸
に
銘
じ

て
忘
れ
な
い
の
は
、
五
人
の
友
で
あ
る
。〕

と
あ
り
、
鄭

、
金
虁
伯
、
汪
淵

、
孟
庸
生
、
劉
語
石
の
五
人
が
あ
げ
ら
れ

て
い
る
。

鄭

（
一
八
六
〇―

一
九
三
八
）
は
、
名
を
孝
胥
と
い
い
、
福
建
閩
縣
の
人
、

後
に
滿
州
國
總
理
に
な
る
人
物
で
、
東
京
で
副
領
事
を
し
て
い
た
一
八
九
一
年
、

雨
山
と
知
り
合
っ
て
い
る（
４
）。
金
虁
伯
（
生
卒
年
未
詳
）
は
、
名
を
石
と
い
い
、
浙

江
會
稽
の
人
、
雨
山
の
上
海
に
お
け
る
早
朞
の
詩
友
で
、
詩
古
文
詞
を
工
み
に

し
、
併
せ
て
書
法
を
よ
く
し
た
。
汪
淵

（
一
八
四
六―

一
九
一
五
）
は
、
名
を
洵

と
い
い
、
江

陽
湖
（
武
進
）
の
人
、
詩
文
書
畫
に
す
ぐ
れ
、
海
上
題
襟
館
金
石

書
畫
會
の
初
代
會
長
を
つ
と
め
た
。
孟
庸
生
（
一
八
七
一―

一
九
一
八
）
は
、
名
を

昭
常
と
い
い
、
江

武
進
の
人
、
日
本
の
法
政
大
學
に
官
費
留
學
し
、
一
九
〇
五

年
に
歸
國
、
翌
年
、
鄭
孝
胥
と
共
に
上
海
で
預
備
立
憲
公
會
を
組

し
た
。
劉
語

石
は
、
名
を
炳
照
と
い
い
、
江

陽
湖
（
武
進
）
の
人
、
武
進
の
名
門
で
あ
る
西

營
劉
氏
の
第
十
五
世
（
同
じ
名
輩
に
公
羊
學
者
の
劉
逢
祿
が
い
る
）
で
、
詩
詞
を
工
み

に
し
た
。

こ
の
「
復
丁
老
人
詩
記
敍
」
は
、
最
後
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
劉
炳
照
が
自
ら
の

人
生
を
詠
じ
た
詩
を
ま
と
め
た
『
復
丁
老
人
詩
記
』
に
寄
せ
た
序
文
で
、
雨
山

は
、
こ
の
劉
炳
照
と
共
に
、
上
海
で
詩
會
を
創
始
し
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
雨
山
は
劉
炳
照
と
ど
の
よ
う
に
出
會
い
、
こ
の
詩
會
は
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
劉
炳
照
は
、「
日
本
長
尾
雨
山
博
士
甲
」
詩
（
劉
炳

ま
し
て
、
そ
の
と
き
偶
然

東
坡
の
誕
生
日
に
あ
た
っ
て
お
り
ま
し
た
（
後

略
）

と
述
べ
、
上
海
で
詩
會
に
參
加
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
こ
で
は
偶
然
と
言

っ
て
い
る
が
、
そ
れ
が

東
坡
に
ま
つ
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
朙
か
し
て
い

る
。ま

た
、「
丁
巳
壽

錄
序
」（
長
尾
雨
山
『
丁
巳
壽

錄
』・
一
九
二
〇
・
私
刊
本 

所

）
の
中
で
、

　

向
者
、
甲
客
遊
禹
邦
、
屢
與
彼
土
名

、
同
爲

公
生
日
燕
集
。
既
歸
寓

西
京
、
仍
欲
繼
修
故
事
、
乙
卯
歲
、
與
富
岡
君
撝
、
開
壽

筵
、
年
以
爲
例
。

〔
以
歬
、
私
は
中
國
に
客
遊
し
、
た
び
た
び
彼
の
地
の
名

と
共
に
、

公

生
日
の
宴
會
を
し
た
。
歸
國
後
京
都
に
寓
居
し
、
な
お

事
を
繼
續
し
よ
う

と
し
て
、
乙
卯
の
年
、
富
岡
君
撝
（
富
岡
鐵
齋
の
長
男
・
富
岡
桃

）
と
謀
っ

て
壽

會
を
開
き
、
年
會
を
例
と
し
た
。〕

と
述
べ
、
壽

會
は
、
中
國
で
參
加
し
た
詩
會
を
日
本
で
も
行
お
う
と
し
た
も
の

と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
晚
年
の
雨
山
と
交
わ
っ
た
吉
川
幸
次
郞
（
一
九
〇
四―

一
九
八
〇
）

は
、「
解
說
」（
歬
出
長
尾
雨
山
『
中
國
書
畫
話
』
所

）
の
中
で
、
以
下
の
よ
う
な

證
言
を
し
て
い
る
。

　

ま
た
詩
社
を
作
っ
て
、
人
人
と
唱
和
し
た
の
が
、
上
海
の
詩
社
の
は
じ
ま

り
で
あ
る
と
、
い
ず
れ
も
あ
と
で
の
べ
る
よ
う
に
、
京
都
東
山
の
酒
樓
で
私

が
奉
手
し
た
際
の
、
談
㊮
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
雨
山
自
身
が
、
上
海
の
詩
會
を
創
始
し
た
と
述
べ
て
い
た
と
い
う
の

で
あ
る
。

雨
山
が
こ
れ
に
つ
い
て
言
及
し
た
㊮
料
が
あ
る
。
長
尾
雨
山
「
復
丁
老
人
詩
記

敍
」（
劉
炳
照
『
復
丁
老
人
詩
記
』・
一
九
〇
八
・
私
刊
本
・
關
西
大
學
圖
書
館
內

文
庫



長
尾
雨
山
が
上
海
で
參
加
し
た
詩
會
に
つ
い
て

二
四
一

讀
畫
、
爲
海
上
別
開
生
面
。〉

〔
日
本
の
詩
人
と
席
を

す
る
の
は
初
め
て
で
、
雙
淸
別
墅
に
は
貴
人
が
集

う
。
聯
句
す
る
こ
と
三
た
び
の
聽

館
（
汪
淵

）、
畫
を
鑑
賞
し
重
ね
て
考

究
し
て
い
る
亦
愛
廬
（
朱
念
陶
）。〈
日
本
詩
人
の
長
尾
雨
山
は
、
は
じ
め
て

詩
社
を
徐
氏
雙
淸
別
墅
に
創
設
し
た
。
こ
れ
を
繼
い
だ
の
が
聽

館
主
人
汪

淵

、
亦
愛
廬
主
人
朱
念
陶
で
、
詩
を
作
り
畫
を
鑑
賞
し
て
、
上
海
に
新
生

面
を
開
い
た
。〉〕

　

朱
念
陶
（
一
八
六
八―

？
）
は
、
名
を
錕
と
い
い
、
安
徽
安
吳
の
人
、
劉
炳
照

に
師
事
し
、
詩
文
書
畫
お
よ
び
篆

を
よ
く
し
た
。
こ
こ
で
、
劉
炳
照
も
、
雨
山

が
詩
會
の
創
設
者
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
詩
會
は
、
汪
淵

、

朱
念
陶
に
よ
っ
て
受
け
繼
が
れ
た
と
い
う
。
劉
炳
照
の
詩
集
で
あ
る
『
無
長
物
齋

詩
存
』（
一
九
〇
八
・
私
刊
本
・
關
西
大
學
圖
書
館
內

文
庫（
５
））
所

の
詩
に
よ
っ

て
、
そ
れ
ら
の
詩
會
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
順
を
追
っ
て
見
て
行
こ
う
。

ま
ず
、
卷
一
に
「
雨
山
招
飮
徐
園
、

席
賦
詩
、
依

奉
酬
」
詩
が
見
え
る

が
、
こ
れ
は
乙
巳
中
秋
の
夜
、
雨
山
が
徐
園
つ
ま
り
雙
淸
別
墅
に
招
い
た
時
の

詩
で
あ
る
。
次
に
、「
九
⺼
既

、
予
與
長
尾
雨
山
、
金
虁
伯
、
丁
仲
鴻
、
談
小

、
劉
鶴
儔
、
褚
紹
欽
、
曹
恂
卿
、
王

田
、
李

丞
夜
飮
寶
樹
胡
同
洪
錄
事

家
、
偶
述

遊
、

席
感
賦
」
詩
が
見
え
、
そ
の
直
後
の
九
⺼
既

（

曆
、
以

下
同
）、
劉
炳
照
が
、
上
海
六
馬
路
寶
樹
胡
同
の

館
・
洪
錄
事
家
に
雨
山
等
を

招
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
次
に
「
聽

詩
社
第
一
集
、
分

得
人
字
」
詩
が
見
え

る
。　

知
己
天
涯

比
鄰
、
德
星
此
聚
亦
歬
因
。
他
鄕
待
續
西
園
集
〈
與
會
者
十

㊒
三
人
、
王
君

點
、
鄭
君
稚
辛
皆
係
閩
人
、
不
朞
而
至
〉、
豪
士
來
從
東

海
濱
〈
謂
雨
山
〉。
偶
作
淸
遊
才
絕
俗
、
喜
拈
險

語

人
〈
虁
伯
分
得
凢

字
、
作
柏
梁
體
詩
一
首
、
精
悍
逼
人
〉。
坐
中
不
少
龍
眠
畫
〈
石
香
、
虁
伯
、

照
『
感
知
集
』
下
・
一
九
〇
五
・
私
刊
本
・
關
西
大
學
圖
書
館
內

文
庫

 

所

）
の
中

で
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（〈　

〉
は
割
㊟
、
以
下
同
）。

　

吾
聞
長
尾
君
、
石
翁
文
字
友
。
神
交
遞
詩
筒
、
夜
遊
共
樽
酒
〈
是
歲
中
秋
、

君
招
飮
徐
園
、

席
賦
五
古
一
首
。
予
及
石
翁
依

和
之
、
復
成
聯
句
一

。

餘
不
一
格
、
作
者
七
人
〉。
詩
記
續
東

、
我
愧
曲
園
叟
〈
蔭
甫
先
生
與
日

本
詩
人
唱
和
、
成
集
手
輯
東

詩
記
、
敍
述
甚
詳
〉。

〔
私
は
長
尾
君
が
、
石
翁
（
金
石
）
の
詩
文
の
友
で
あ
る
と
聞
い
た
。
意
氣

投
合
し
て
詩
の
や
り
と
り
を
し
、
夜
に
は
遊
ん
で
樽
酒
を
共
に
し
た
〈
こ
の

年
（
乙
巳
（
一
九
〇
五
））
の
中
秋
、
長
尾
君
は
徐
園
（
雙
淸
別
墅
）
に
招
飮
し
、

席
で
五
古
一
首
を
賦
し
た
。
私
お
よ
び
石
翁
は
そ
の

に
和
し
、
ま
た
聯

句
一

を
作
っ
た
。
そ
の
他
一
格
に
と
ら
わ
れ
ず
作
り
、
作
者
は
七
人
で
あ

る
〉。
こ
の
詩
會
の
詩
は
兪
曲
園
『
東

詩
選
』
に
續
く
も
の
と
な
る
が
、

私
は
曲
園
叟
（
兪
樾
）
に
愧
じ
る
ば
か
り
で
あ
る
〈
蔭
甫
先
生
（
兪
樾
）
は

日
本
の
詩
人
と
唱
和
し
、
手
ず
か
ら
『
東

詩
選
』
を
編
纂
し
た
が
、
そ
の

敍
述
は
甚
だ
詳
し
い
〉。〕

　

つ
ま
り
、
雨
山
は
、
ま
ず
金
石
と
詩
文
の
交
誼
を
結
び
、
次
に
劉
炳
照
と
出
會

い
、
乙
巳
中
秋
の
夜
、
徐
園
つ
ま
り
雙
淸
別
墅
に
金
石
お
よ
び
劉
炳
照
を
招
い
て

宴
會
を
開
き
、

席
で
五
古
一
首
を
賦
し
た
と
こ
ろ
、
劉
炳
照
と
金
石
が
そ
の

に
和
し
、
ま
た
聯
句
一

を
作
り
、
こ
の
三
人
を
含
め
て
計
七
人
で
詩
の
や
り
と

り
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
劉
炳
照
『
復
丁
老
人
詩
記
』
に
見
え
る
こ
の
年
の
詩
に
、
以
下
の
よ
う

に
あ
る
。

　

東
海
詩
人

席
初
、
雙
淸
別
墅
集
簪
裾
。
聯
吟
三
過
聽

館
、
讀
畫
重
尋

亦
愛
廬
。〈
日
本
詩
人
長
尾
語
（
雨
の
誤
り―

松
村
㊟
）
山
、
首
創
詩
社
于
徐

氏
雙
淸
別
墅
。
繼
之
者
聽

館
主
人
汪
淵

、
亦
愛
廬
主
人
朱
念
陶
、
敲
詩
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次
い
で
、「
聽

詩
社
第
二
集
、
爲
念
陶
補
題
王
漁
洋
先
生
抱
琴
洗
桐
圖
遺
象

卷
子
」
詩
、「
聽

詩
社
第
三
集
、

和
朙

忠
烈
公
漁
家
詠
墨
蹟
原

」
詩
が

見
え
る
が
、
詩
題
か
ら
こ
れ
ら
の
會
に
は
メ
ン
バ
ー
所

の
書
畫
が
披
露
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
次
に
「
仲
冬
既

、
亦
愛
廬
讀
畫
雅
集
、

席

賦
贈
念
陶
、
竝
索
同
坐
雨
山
、
淵

、
石
香
、
虁
伯
、
小

、
恂
卿
諸
子
和
」
詩

（
四
首
）
が
見
え
る
。
そ
の
第
一
首
を
引
い
て
お
く
。

　

讀
畫
招
新
侶
、
驅
車
向
㵎
阿
。
七
賢
良
宴
會
、
二
客
病
頭
陀
〈
吳
倉
碩
、

陸
廉
夫
因
病
未
與
斯
會
、
兩
君
年
踰
六
十
均
未
留
鬚
故
云
〉。
邱
壑
胸
中
具
、

𤇆
雲
眼
底
過
。
憐
予
衰
更
甚
、
對
酒
不
成
歌
。

〔
畫
を
鑑
賞
す
べ
く
新
し
い
仲
閒
を
招
い
て
お
り
、
車
を
驅
っ
て
高
士
の
集

ま
る
と
こ
ろ
に
向
か
う
。
七
賢
は
宴
會
を
樂
し
み
、二
客
は
托
鉢
に
病
む〈
吳

倉
碩
、
陸
廉
夫
は
病
の
た
め
こ
の
會
に
參
加
し
て
お
ら
ず
、
兩
君
は
六
十
歲

を
越
え
て
い
る
の
に
均
し
く
鬚
を

え
て
い
な
い
の
で
こ
の
よ
う
に
い
う
〉。

邱
壑
は
胸
中
に
具
わ
り
、
雲
𤇆
は
眼
底
を
過
る
。
憐
れ
私
は
衰
え
る
こ
と
更

に
甚
だ
し
く
、
酒
を
歬
に
し
て
も
歌
を
成
さ
な
い
。〕

　

吳
倉
碩
は
吳
昌
碩
の
別
字
。
陸
廉
夫
（
一
八
五
一―

一
九
二
〇
）
は
、
名
を
恢
と

い
い
、
吳
大
澂
（
一
八
三
五―

一
九
〇
二
）

下
、
晚
年
は
繪
畫
に
潛
心
し
た
。
劉

炳
照
は
、
畫
に
す
ぐ
れ
た
こ
の
二
人
に
會
う
の
が
樂
し
み
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、

缺
席
と
知
り
、
大
い
に

膽
し
て
い
る
。
こ
れ
が
、
朱
念
陶
主
宰
の
亦
愛
廬
讀
畫

雅
集
の
始
ま
り
で
、
乙
巳
（
一
九
〇
五
）
仲
冬
（
十
一
⺼
）
既

に
開
か
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
ら
の
雅
集
に
つ
い
て
、
朱
念
陶
は
、「
復
丁
老
人
詩
記
跋
」（
歬
出
『
復
丁

老
人
詩
記
』
所

）
の
中
で
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

疇
昔

與
汪
淵

、
呂
蟄
盦
、
鄭

堪
・
稚
辛
、
王

點
曁
日
本
長
尾
雨

山
相
酬
倡
。
時
虁
伯
亦
客
滬
、
⺼
必
二
三
集
于
汪
氏
聽

館
、
觴
詠
爲
樂
。

小

三
君
工
畫
〉、
主
客
圖
成
爲
寫
眞
。

〔
知
己
は
遠
く
に
い
て
も
近
く
に
い
る
よ
う
に
思
う
も
の
だ
が
、
立
派
な
德

の
あ
る
人
が
こ
こ
に
集
ま
る
の
も
歬
世
の
因
緣
で
あ
ろ
う
。
他
鄕
で
宋
の
西

園
雅
集
に
續
く
よ
う
な
詩
會
を
催
せ
ば
〈
參
加
者
は
十
三
人
、
王

點
君
、

鄭
稚
辛
君
は
共
に
閩
（
福
建
）
の
人
で
、
朞
せ
ず
し
て
參
加
し
た
〉、
才
力

他
に
勝
る
士
が
日
本
か
ら
來
た
〈
雨
山
を
い
う
〉。
た
ま
た
ま
風
雅
な
遊
び

を
し
た
ら
絕
俗
の
才
を
發
揮
し
、
好
ん
で
あ
ま
り
使
わ
れ
な
い

を
ひ
ね
っ

て
人
を

か
せ
る
語
を
使
う
〈
金
虁
伯
は
凢
字
の

が
與
え
ら
れ
た
が
、
句

ご
と
に

を
ふ
む
柏
梁
體
の
詩
を
一
首
作
り
、
精
悍
さ
に
壓
倒
さ
れ
た
〉。

參
加
者
に
は
少
な
か
ら
ず
宋
の
李
龍
眠
（
公
麟
）
の
よ
う
な
人
が
お
り
〈
劉

石
香
、
金
虁
伯
、
談
小

の
三
君
は
畫
を
工
み
に
す
る
〉、
主
人
で
あ
る
汪

淵

も
客
も
繪
を
畫
け
ば
眞
を
寫
す
か
の
よ
う
だ
。〕

　

王

點
（
一
八
六
七―

一
九
二
九
）
は
、
名
を
允
晳
と
い
い
、
福
建
長
樂
の
人
、

光
緖
の
擧
人
で
、
詩
詞
に
す
ぐ
れ
た
。
鄭
稚
辛
（
一
八
六
三―

一
九
四
六
）
は
、
名

を
孝
檉
と
い
い
、
鄭
孝
胥
の
實
弟
、
兄
が
領
事
を
し
て
い
た
神
戶
で
留
學
生
を
管

理
す
る
事
務
に
携
わ
っ
た
後
、
上
海
に
來
て
い
た
。
劉
石
香
（
一
八
四
三―

一
九
〇

五
）
は
、
名
を
繼
增
と
い
い
、
無
錫
の
人
、
楊
峴
（
一
八
一
九―
一
八
九
六
）
門
下

で
、
書
畫
に
す
ぐ
れ
た
。
談
小

（
？―

一
九
一
二
）
は
、
名
を
珵
と
い
い
、
傳

奇
詞
曲
を
工
み
に
し
、
篆

を
よ
く
し
た
。
こ
れ
が
汪
淵

主
宰
に
な
る
聽

詩

社
の
第
一
集
（
第
一
回
目
の
參
集
）
で
、
宋
の
西
園
雅
集
を
志
向
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
西
園
雅
集
は
、
宋
の
王
詵
が

軾
、

轍
、
黃
庭
堅
、
米

、
李
公
麟

等
十
六
名
を
招
い
て
催
し
た
雅
集
で
、
こ
の
中
に
は
日
本
の
圓
通
大
師
（
大
江
定

基
）
も
含
ま
れ
て
い
た
。
唯
一
の
日
本
人
參
加
者
で
あ
る
雨
山
は
こ
れ
に
擬
せ
ら

れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
畫
に
す
ぐ
れ
た
李
公
麟
が
、
こ
の
圖
を
畫
い
て

お
り
、
劉
石
香
、
金
虁
伯
、
談
小

が
こ
れ
に
擬
せ
ら
れ
て
い
る
。



長
尾
雨
山
が
上
海
で
參
加
し
た
詩
會
に
つ
い
て

二
四
三

三
、
劉
炳
照
と
の
親

さ
て
、
徐
氏
雙
淸
別
墅
で
の
詩
會
を
機
に
、
雨
山
と
劉
炳
照
は
か
け
が
え
の
な

い
詩
友
と
な
っ
た
。
劉
炳
照
は
、
雨
山
と
知
り
合
っ
て
閒
も
な
い
一
九
〇
五
年
、

知
人
を
詠
じ
た
詩
を
集
め
た
歬
出
『
感
知
集
』
を
刊
行
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
雨

山
は
題
簽
を
書
き
、
題
詞
を
寄
せ
て
い
る
。
こ
の
題
詞
の

に
和
し
て
作
ら
れ

た
、
劉
炳
照
「
日
本
長
尾
雨
山
辱
題
感
知
集
次

奉
酬
」
詩
（
一
九
〇
五
作
）（
歬

出
『
無
長
物
齋
詩
存
』
所

）
に
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

　

知
己
半
爲
鬼
、
懷
人
楊
柳
臺
。
我
方
天
際
想
、
君
自
日
邊
來
。
歷
史
錄
金

鑑
〈
雨
山
博
通
史
學
〉、
奇
書
拆
玉
杯
〈
日
本

書
最
富
、
海
禁
既
開
古
本

日
出
〉。
新
詩
枉
投
贈
、
讀
罷
頓
忘
哀
。

〔
知
己
は
半
ば
鬼
籍
に
入
り
、
楊
柳
臺
に
登
っ
て
追

し
て
い
た
。
私
が
ま

さ
に
天
の
果
て
を
想
っ
て
い
る
と
、
君
が
日
の
昇
る
あ
た
り
か
ら
や
っ
て
來

た
。
歷
史
を
錄
す
る
こ
と
張
九
齡
『
金
鑑
』
の
よ
う
で
〈
雨
山
は
史
學
に
博

く
通
じ
て
い
る
〉、奇
書
を
搜
す
こ
と

仲
舒
『
玉
杯
』
の
よ
う
で
あ
る
〈
日

本
は

書
に
最
も
富
み
、
鎻
國
令
が
解
か
れ
て
か
ら
は
古
本
が
日
々

出
し

て
い
る
〉。
新
詩
を
わ
ざ
わ
ざ
贈
っ
て
く
れ
、
讀
み
終
わ
る
と
に
わ
か
に
哀

し
み
を
忘
れ
た
。

　

待
約
東

客
、
同
登
振
武
臺
。
狂
瀾
斯
世
倒
、

雨
幾
人
來
。
君
尙
留
詩

卷
、
誰
堪
共
酒
杯
。
奇
才
終
磊

、
拔
劍
㊒
餘
哀
。

〔
日
本
の
客
と
待
ち
合
わ
せ
、
と
も
に
振
武
臺
に
登
っ
た
。
動
亂
が
こ
の
世

を
覆
っ
て
お
り
、
古
い
友
人
で
も
何
人
來
る
こ
と
か
。
君
は
詩
で
世
に
名
を

留
め
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
酒
杯
を
共
に
で
き
る
知
♫
が
い
な
い
。
こ
の
奇

才
は
つ
い
に
こ
だ
わ
り
を

て
、
劍
を
拔
い
て
悲
し
み
を
ぶ
ち
ま
け
た
い
か

の
よ
う
だ
。〕

錕
所
居
㊒
舞
紅
小
榭
、
疊
石
通
池
、
襍
樹
卉
木
、
先
生
愛
其
淸
幽
、
嘯
侶
相

過
、
敲
詩
讀
畫
、
夜
以
繼
日
。
此
亦
愛
廬
雅
集
所
由
昉
也
。

〔（
劉
炳
照
先
生
は
、）
先
頃
ま
た
汪
淵

、
呂
蟄
盦
、
鄭

堪
・
稚
辛
兄
弟
、

王

點
お
よ
び
日
本
の
長
尾
雨
山
と
相
い
酬
唱
し
た
。
時
に
金
虁
伯
も
上
海

に
お
り
、
⺼
に
必
ず
二
三
回
は
汪
氏
聽

館
に
集
ま
っ
て
、
杯
を
傾
け
詩
を

詠
じ
る
の
を
樂
し
み
と
し
た
。
私
の
居
所
に
は
廡
が
紅
い
小
亭
、
池
に
通
じ

る
石
疊
、
雜
樹

木
が
あ
り
、
先
生
（
劉
炳
照
）
は
そ
の
淸
幽
を
愛
し
、
同

伴
を
呼
び
か
け
て
立
ち
寄
り
、
詩
を
作
り
畫
を
鑑
賞
し
て
、
夜
を
日
に
繼
い

だ
。
こ
れ
が
亦
愛
廬
雅
集
の
始
ま
り
で
あ
る
。〕

　

呂
蟄
盦
（
一
八
五
九―

一
九
三
〇
）
は
、
名
を
景
端
と
い
い
、
江

陽
湖
の
人
、

在
京
の
官
を
辭
し
、
上
海
に
客
寓
し
て
い
た
。
鄭

堪
は
鄭
孝
胥
の
別
字
。
こ
の

よ
う
に
、
雨
山
が
創
始
し
た
詩
會
は
、
劉
炳
照
が
中
心
と
な
り
、
汪
淵

、
朱
念

陶
が
主
宰
す
る
形
で
、
文
墨
の
會
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
雨
山
の
壽

會
・
赤
壁
會
に
も
引
き
繼
が
れ
て
い
る
要
素
で
あ
る
。

さ
ら
に
、『
無
長
物
齋
詩
存
』
所

の
詩
を
追
う
と
、
卷
二
に
「
四
⺼
二
十
七

日
長
尾
雨
山
招
汪
淵

、
金
虁
伯
、
鄭

堪
、
沈
越

、
錢
禮
南
、
丁
仲
鴻
、

曹
恂
卿
與
予
共
九
人
徐
園
續
集
、

席
口
占
」
詩
が
見
え
る
。
こ
れ
は
㆛
午
（
一

九
〇
六
）
四
⺼
二
十
七
日
に
開
か
れ
た
雨
山
主
宰
の
徐
園
續
集
で
の
作
で
、
次
に

「
閏
夏
五
日
、
亦
愛
廬
讀
畫
續
集
、

席
口
占
、
仍
用
徐
園
紀
事
詩

」
詩
が
見

え
、
そ
の
七
日
後
の
閏
四
⺼
初
五
日
、
ま
た
朱
念
陶
主
宰
の
亦
愛
廬
讀
畫
續
集
が

開
か
れ
て
お
り
、
劉
炳
照
は
雨
山
の
徐
園
續
集
で
用
い
た

で
詩
を
作
っ
て
い

る
。
こ
れ
よ
り
、
雨
山
も
含
め
、
持
ち
回
り
で
詩
會
が
主
宰
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
り
、
そ
の
主
要
な
一
角
を
占
め
て
い
た
雨
山
の

實
は
想
像
に
難
く
な
い
。



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
六
集

二
四
四

書
、
歷
史
略
通
曉
。
嗜
古

奇
珍
、
㊒
逾
兒
嗜
棗
。
文
成
遺
名
印
、
文
正
留

手
稾
〈
近
得
王
文
成
公
名
印
、
倪
文
正
公
手
書
叢
稾
四
册
〉。
得
寶
勝
鼎
彝
、

開
卷
想
容

。
徧
乞
時
賢
題
、
世
人
倫
表
。
恐
汚
寒
具
油
、
不
設
客
毋
惱
。

大
名
垂
宇
宙
、
文
房
子
孫
保
。

〔
下
士
で
あ
る
私
は
日
本
人
で
あ
る
が
、幸
い
中
國
の
老
兄
と
知
り
合
え
た
。

立
派
な
車
が
粗
末
な
門
に
つ
け
ら
れ
、
賓
客
を
あ
た
ふ
た
と

迎
す
る
。
年

少
の
頃
に
は
讀
書
を
好
み
、
歷
史
に
は
ほ
ぼ
通
曉
し
た
。
古
を
嗜
ん
で
珍
奇

な
も
の
を

す
る
こ
と
、
子
供
が
棗
の
實
を
好
む
の
に
も
勝
る
。
王
文
成
は

名
印
を
遺
し
、
倪
文
正
は
手
稿
を
留
め
て
い
る
〈
近
ご
ろ
王
文
成
公
（
守
仁
）

名
印
、
倪
文
正
公
（
元
璐
）
手
書
叢
稿
四
册
を
得
た
〉。
こ
の
よ
う
な
寶
を

得
た
こ
と
鼎
彝
に
勝
り
、卷
を
開
い
て
そ
の
容
貌
文

に
思
い
を
め
ぐ
ら
す
。

あ
ま
ね
く
當
代
の
名
士
に
題
を
乞
い
、と
こ
し
え
に
人
倫
の
手
本
と
し
よ
う
。

米

の
よ
う
に

子
の
油
で
汚
れ
る
の
を
恐
れ
、
客
を
設
け
な
い
の
で
惱
む

こ
と
も
な
い
。
立
派
な
名
聲
は
宇
宙
に
垂
れ
、
書
齋
で
子
孫
が
受
け
繼
い
で

い
る
。〕

　

第
一
首
で
は
、
劉
炳
照
と
知
り
合
っ
た
經
緯
を
述
べ
、
劉
炳
照
の
盛
名
と
詩
才

を
稱
え
る
。
書
庫
が
火
災
に
遭
っ
た
と
あ
る
が
、
歬
出
『
復
丁
老
人
詩
記
』
に
よ

る
と
、
劉
炳
照
は
一
九
〇
四
年
、
浙
江
吳
興
南
潯
の
電
報
局
を
主
管
す
る
た
め
南

潯
に
移
家
し
た
が
、
翌
年
三
⺼
二
十
日
（

曆
、
以
下
同
）、
鄰
家
の
失
火
で

書

數
千
卷
が
灰
燼
に
歸
し
た
と
い
う
。
劉
炳
照
は
、
九
⺼
に
失

し
、
十
⺼
に
上
海

に
客
寓
、
十
二
⺼
に
同
鄕
の
汪
淵

が
住
む
上
海

盤
路
福
海
里
に
移
居
し
た
。

よ
っ
て
、
雨
山
と
知
り
合
っ
た
一
九
〇
五
年
の
中
秋
の
頃
は
、
失
意
の
底
に
あ
っ

た
時
朞
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
ん
な
劉
炳
照
を
雨
山
は
溫
か
く
迎
え
、
詩
會
の

主
宰
を
劉
炳
照
や
汪
淵

に
委
ね
た
の
で
あ
る
。
末
尾
で
、
劉
炳
照
等
中
國
の
詩

人
を
大
國
に
、
自
ら
を
小
國
に
喩
え
て
い
る
の
は
、
そ
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の

　

第
一
首
で
は
、
雨
山
と
の
出
會
い
を
述
べ
、
そ
の
博
學
を
稱
え
、
交
誼
に
對
す

る
感
謝
が
𣷹
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
第
二
首
で
は
、
不
穩
な
政
情
を
述
べ
た

後
、
雨
山
の
胸
中
を
思
い
や
り
、
尾
聯
で
杜
甫
「
短
歌
行
贈
王
郞
司
直
」
詩
を
踏

ま
え
、
雨
山
を
不
遇
の
王
郞
に
擬
え
て
い
る
。
も
し
か
し
た
ら
雨
山
は
、
家
族
に

も
多
く
を
語
ら
な
か
っ
た
と
い
う（
６
）敎
科
書
疑
獄
事
件
に
よ
る
自
ら
の
不
遇
を
、
劉

炳
照
に
は
語
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
も
し
そ
う
な
ら
、
雨
山
に
と
っ
て
劉

炳
照
は
肝
膽
相
照
ら
す
無
二
の
親
友
と
な
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

そ
ん
な
雨
山
の
劉
炳
照
へ
の
思
い
を
、
長
尾
雨
山
「
語
石
先
生
以
百
老
吟
見
示

步
原

二
首
」
詩
（
錢

耆
『
百
老
吟
』・
一
九
一
〇
・
太
倉
錢
氏
聽
邠
館
・
京
都
大
學

人
文
科
學
硏
究
所 

所

）
に
よ
っ
て
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

自
我
來
淞
濱
、先
交

畦
老〈
謂
金
君
虁
伯
〉。別
墅
署
雙
淸
、良
夜
金
尊
倒
。

卓
爾
復
丁
翁
、
盛
名
夙
知
曉
。
陳
詩
當
執
雉
、
介
壽
爭
獻
棗
。
昔
聞
書
庫
焚
、

廑
存
劫
餘
稾
。
擊
鉢
鬭
新
詩
、
揮
豪
競
速

。
周
旋
槃
敦
閒
、
結
想
雲
霞
表
。

神
契
在
文

、
遠
游
奚
足
惱
。
齊
晉
狎
主
盟
、
邾

附
庸
保
。

〔
私
は
上
海
に
來
て
、先
ず

畦
老
〈
金
虁
伯
（
石
）
を
い
う
〉
と
交
わ
っ
た
。

別
墅
は
雙
淸
と
い
い
、
⺼
夜
に
酒
樽
を
倒
し
た
も
の
だ
。
卓
越
し
た
復
丁
翁

（
劉
炳
照
）
は
、
盛
名
が
夙
に
知
ら
れ
て
い
た
。
皆
が
詩
を
獻
上
す
る
こ
と
う

や
う
や
し
く
、
長
壽
を
こ
と
ほ
ぎ
爭
っ
て
盃
が
獻
じ
ら
れ
る
。
昔
聞
く
こ
と

に
は
書
庫
が
火
災
に
遭
い
、
僅
か
に
劫
餘
の
稿
を
殘
す
の
み
と
。
瞬
く
閒
に

新
詩
を
作
っ
て
詩
合
を
し
、
筆
を
揮
っ
て
速
筆
を
競
う
。
盟
友
の
閒
を
周
旋

し
、
俗
塵
の
外
を
思
念
す
る
。
私
と
詩
文
の
交
わ
り
を
持
っ
て
く
だ
さ
り
、

遠
く
こ
の
地
に
來
た
こ
と
も
ど
う
し
て
惱
む
に
足
ろ
う
か
。
齊
や
晉
の
大
國

は
主
盟
を
交
替
で
つ
と
め
、
邾
や

の
小
國
は
雇
人
と
し
て
付
き
從
う
も
の

だ
。〕

　

下
士
隸
東

、
幸

中
原
老
。
高
軒
過
衡
門
、
迎
賓
屣
屢
倒
。
少
小
喜
讀



長
尾
雨
山
が
上
海
で
參
加
し
た
詩
會
に
つ
い
て

二
四
五

「
長
至
歬
二
日
、
與
劉
復
丁
〈
炳
照
〉
同
宴
海
上
新

雨
於
雙
淸
別
墅
爲
消
寒
第

一
集
、
詩
以
紀
之
」
詩
な
ど
が

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
詩
題
か
ら
、
消
寒

第
一
集
は
、
壬
子
（
一
九
一
二
）
十
一
⺼
十
二
日
、
雙
淸
別
墅
で
開
か
れ
、
周

坡
が
自
慢
の

品
で
あ
る
元
の
趙
松
☃
（
孟
頫
）
遺
琴
を
披
露
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。

こ
の
消
寒
第
一
集
に
雨
山
は
來
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
壬
癸
消
寒
集
』
に

は
、
消
寒
第
一
集
の
際
の
雨
山
の
詩
は
見
え
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
上
記
周

坡
詩

は
、
周

坡
『

坡
詩
存
』（
一
九
三
三
・
私
刊
本
）
卷
五
に
再
錄
さ
れ
、
割
㊟
が

增
補
さ
れ
て
お
り
、「
高
蹈
談

海
客
逢
」
の
句
に
、「〈
謂
雨
山
〉」
と
割
㊟
が
付

さ
れ
、
さ
ら
に
は
、
末
尾
に
參
加
者
十
八
名
の
名
歬
が
記
さ
れ
て
お
り
、
雨
山
の

名
も
見
え
る（
８
）。
つ
ま
り
、
雨
山
は
消
寒
第
一
集
に
來
て
い
た
の
で
あ
る
。

『
壬
癸
消
寒
集
』
は
、
壬
子
（
一
九
一
二
）、
癸
丑
（
一
九
一
三
）
の
二
年
に
わ
た

っ
て
開
か
れ
た
消
寒
第
九
集
ま
で
の
詩
を

め
て
い
る
が
、
雨
山
の
詩
と
し
て
見

え
る
の
は
、
次
に
引
く
、
消
寒
第
二
集
の
際
の
「
消
寒
第
二
集
、
☃
後
集
堅
匏

盦
、
次
東
坡
聚
星
堂
詩

」
詩
（
繆

孫
、
劉
炳
照
、
汪
洵
（
淵

）、
潘
飛
聲
、
長

尾
甲
（
雨
山
）、
朱
錕
（
念
陶
）、
施
贊
唐
、
諸
以
仁
、
沈
焜
、
楊
晉
、
陸
樹
潘
、
周
慶
雲

（

坡
）、
劉
承
幹
が
唱
和
）
の
み
で
あ
る
（
續
編
の
『
甲
乙
消
寒
集
』
に
も
雨
山
の
詩
は

見
え
な
い
）。

　

朝
來
同
雲
飛

、
掩
天
覆
地
忽
爲
☃
。
鳥
雀
始
疑
爭
下
啄
、
漸
積
盈
尺

隻
影
絕
。
水
泉
凍
堅

木
摧
、
惟
㊒
庭
歬
竹
不
折
。
風
吹
歷
亂
益
得
勢
、
高

下
巖
壑
一
時
滅
。
誰
歟
乘
風
馳
獵
騎
、
白
額
猛
虎
亦
手
掣
。
回
首
一
箭

雙

雕
、
血
汗
淋
漓
點
成
纈
。
垂
老
多
病
獨
閉
門
、
賈
人
餘
勈
意
不
屑
。
掬
來
煮

手
先
龜
、
一
啜
放
眼
正
飄
瞥
。
聚
星
故
事
今
雨
續
、
袁
安
僵
臥
休
嘲
說
。

白
戰
已
敗
氣
先
餒
、
縮
首
擁
被
被
如
鐵
。

〔
早
朝
☃
雲
が
ゆ
ら
ゆ
ら
と
飛
び
、
天
を
掩
い
地
を
覆
っ
て
た
ち
ま
ち
☃
に

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
第
二
首
で
は
、
自
ら
を
下
士
と
し
て
卑
下
し
、
中
國
の
名
士

に
敎
え
を
請
い
つ
つ
、
中
國
の
學
問
に
精
勤
し
、
中
國
の
書
畫
を
尊
重
す
る
姿
勢

を
示
し
て
い
る
。
た
だ
、
こ
れ
も
劉
炳
照
等
が
雨
山
を
尊
重
し
て
い
た
が
ゆ
え
の

謙
讓
な
の
で
あ
ろ
う
。

四
、
週

坡
主
宰
の
詩
會

そ
の
後
、
雨
山
と
劉
炳
照
の
關
係
に
變
化
が
生
じ
る
。
實
業
家
の
周

坡
（
一

八
六
四―

一
九
三
三
）
が
、
辛

革
命
の
後
、
上
海
に
移
居
し
、
消
寒
雅
集
（
略

稱
消
寒
集
、
季
節
會
）、
淞
濱
吟
社
（
略
稱
淞
社
、
⺼
例
會
）
と
い
っ
た
詩
會
を
主
宰

し
、
劉
炳
照
を
主
要
メ
ン
バ
ー
と
し
て
引
き
入
れ
た
の
で
あ
る
。
周

坡
は
、
名

を
慶
雲
と
い
い
、
浙
江
吳
興
南
潯
の
人
、
實
業
家
と
し
て
活
躍
し
、
金
石
書
畫
の

に
富
み
、
上
記
詩
會
を
主
宰
し
た
。
吳
昌
碩
等
の
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
も
知
ら

れ
る（
７
）。

周

坡
「
壬
癸
消
寒
集
序
」（
周

坡
『
壬
癸
消
寒
集
』・
一
九
一
四
・
私
刊
本 

所

）

に
、　

余
於
辛

歲
避
地
淞
濱
一
廛
、
風
☃
意

索

。
爰
與
劉
子
語
石
倡
消
寒

雅
集
、
始
於
壬
子
立
冬
至
春
而
畢
、
朙
年
癸
丑
亦
如
其
例
。

〔
私
は
辛

の
年
（
一
九
一
一
）
に
淞
濱
（
上
海
）
の
一
角
に
亂
を
避
け
て
隱

棲
し
、

難
に
心

は
わ
び
し
か
っ
た
。
そ
こ
で
劉
語
石
（
炳
照
）
先
生
と

消
寒
雅
集
を
提
唱
し
、壬
子（
一
九
一
二
）の
立
冬
に
始
め
、春
に
な
っ
て
終
え
、

朙
年
の
癸
丑
（
一
九
一
三
）
も
同

に
行
っ
た
。〕

と
あ
り
、
消
寒
雅
集
は
、
劉
炳
照
と
二
人
で
主
宰
し
た
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
消
寒
雅
集
の
初
回
、
つ
ま
り
消
寒
第
一
集
で
作
ら
れ
た
詩
は
、
歬
出
周

坡
『
壬
癸
消
寒
集
』
に
よ
っ
て
見
る
こ
と
が
で
き
、
劉
炳
照
「
壬
子
仲
冬
十
㊒
二

日
、
消
寒
第
一
集
飮
於
雙
淸
別
墅
、

周

坡
所

趙
松
☃
遺
琴
」
詩
、
周

坡



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
六
集

二
四
六

速
客
僕
至
屐
齒
折
〈
雨
山
辭
以
疾
、
醉
愚
馳
書
敦
促
未
至
〉。
安
車
累

風

尙
侵
、
溫
室
圍
爐
火
不
滅
。
敝
裘
耐
冷
肩
獨
聳
、
凍
腕
欲
書
肘
疑
掣
。
撚
髭

衰
態
感
鬢

、
呵
手
寒
氣
皴
面
纈
。
好
句
偶
得
天

唾
、
淸
言
相
對
坐
霏
屑
。

水
佗
鄕
結
心
知
、
滄
桑
奇
變

眼
瞥
。
堅
匏
盦
中
初
筵
開
、
小

裏

事
說
〈
翰
怡
潯
谿
別
業
名
小

、
中
㊒
堅
匏
盦
、
滬
寓
亦
懸
是
額
〉。
老

夫
酒
後
發
狂
歌
、
起
舞
擊
碎
如
意
鐵
。

〔
庭
の
樹
は
飢
え
た
烏
が

っ
て

は
無
く
、
天
は
ま
た
ま
た
大
☃
を
降
ら

す
。
孫
康
は
☃
朙
り
で
讀
書
し
て
夜
も
休
ま
ず
、
袁
安
は
橫
臥
し
て
⻝
糧
も

す
で
に
絕
え
た
。
詩
を
送
る
人
が
次
々
と
や
っ
て
來
た
か
と
お
も
え
ば
〈

坡
・
琴
南
（
林
紓
）・
雨
山
の
諸
君
が
早
朝
か
ら
門
を
叩
い
て
詩
を
投
じ
た
〉、

客
を
招
く
使
い
が
や
っ
て
來
て
あ
わ
て
て
下
駄
の
齒
を
折
る
〈
雨
山
は
病
を

も
っ
て
辭
し
、
醉
愚
（
沈
焜
）
が
手
紙
を
出
し
て
來
る
よ
う
に
促
し
た
が
來

て
い
な
い
〉。
屋
根
つ
き
の
車
に

を
重
ね
て
も
風
は
な
お
入
っ
て
く
る
し
、

溫
か
い

屋
の
圍
爐
も
火
種
は
な
く
な
ら
な
い
。
破
れ
た
皮
衣
で
寒
さ
を
こ

ら
え
れ
ば
肩
だ
け
が
聳
ち
、
凍
え
た
腕
首
で
書
こ
う
と
し
て
も
腕
は
う
ま
く

動
か
な
い
。
髭
を
ひ
ね
り
衰
え
た
姿
は
ご
ま
鹽
の
鬢
毛
に
感
じ
ら
れ
、
手
を

息
で
溫
め
寒
氣
は
皴
だ
ら
け
の
顏
を
赤
く
す
る
。
好
句
を
た
ま
た
ま
得
る
と

天
は
唾
を

と
し
、
淸
談
し
て
相
い
對
す
れ
ば
そ
ぞ
ろ
に
☃
が
降
る
。
浮
き

と
水
が
他
鄕
で
出
會
う
よ
う
に
心
か
ら
の
友
人
と
な
り
、
滄
海
が
桑
田
に

な
る
よ
う
な
世
の
變
遷
を
橫
目
に
見
て

く
。
堅
匏
盦
の
中
で
初
め
て
詩
會

が
開
か
れ
、小

の
中
で

事
が
說
か
れ
る
〈
翰
怡
（
劉
承
幹
）
の
潯
谿
（
吳

興
）
の
別
宅
は
小

と
名
づ
け
ら
れ
、
そ
の
中
に
堅
匏
盦
が
あ
り
、
上
海

の
寓
居
に
も
こ
の
額
が
懸
け
ら
れ
て
い
る
〉。
老
い
ぼ
れ
は
酒
を
飮
ん
で
思

い
の
た
け
を
詩
に
發
し
、
身
を
起
こ
し
て
舞
い
鐵
の
如
意
棒
で
擊
ち
碎
く
。〕

　

つ
ま
り
、
消
寒
第
二
集
の
日
の
早
朝
、
周

坡
も
雨
山
も
や
っ
て
來
て
、
劉
炳

な
る
。
鳥
や
雀
は
始
め
疑
い
爭
っ
て
啄
み
、
漸
く
積
っ
て
一
尺
に
も
な
れ
ば

そ
の
影
は
絕
え
る
。
水
泉
は
凍
結
し

木
は
摧
け
る
が
、
た
だ
庭
先
に
あ
る

竹
だ
け
は
折
れ
な
い
。
風
は
吹
き
亂
れ
ま
す
ま
す
勢
い
を
得
て
、
巖
と
谷
を

上
下
し
て
急
に
消
え
る
。
誰
で
あ
ろ
う
か
風
に
乘
じ
て
獵
の
馬
を
馳
せ
、
白

額
の
猛
虎
も
手
で
掣
す
る
の
は
。
振
り
﨤
っ
て
一
つ
の
矢
で
二
羽
の
鷲
を

と
し
、
血
と
汗
が
點
々
と
し
た
た
る
。
年
を
取
り
病
も
多
く
獨
り
門
を
閉
ざ

す
が
、
商
人
に
も
㊒
り
餘
る
勈
氣
が
あ
り
細
か
い
こ
と
に
こ
だ
わ
ら
な
い
。

水
を
掬
い

を
淹
れ
る
手
先
は
ひ
び
わ
れ
、
一
た
び
啜
っ
て
目
を
見
開
け
ば

ま
さ
に
☃
せ
わ
し
く
舞
い

ち
て
い
る
。
歐
陽
脩
そ
し
て

東
坡
が
聚
星
堂

に
催
し
た
詩
會
は
新
た
な
友
が
續
け
て
い
る
が
、
大
☃
の
日
に
戶
を
閉
ざ
し

た
袁
安
は
橫
臥
し
嘲
り
を
言
う
の
を
や
め
よ
う
。
白
戰
に
す
で
に
敗
れ
て
氣

勢
は
そ
が
れ
て
お
り
、
首
を
す
く
め
歐
陽
脩
は
寢
衣
を
鐵
の
ご
と
く
着
込
ん

で
太
白
集
を
讀
む
こ
と
に
す
る
。〕

　

な
ん
と
も
意
味
深
長
な
詩
で
あ
る
。「
誰
で
あ
ろ
う
か
風
に
乘
じ
て
獵
の
馬
を

馳
せ
、
白
額
の
猛
虎
も
手
で
掣
す
る
の
は
」
と
あ
る
が
、
強
大
な
新
勢
力
の
出
現

を
言
う
か
の
よ
う
だ
。
そ
し
て
そ
の
新
勢
力
は
、「
振
り
﨤
っ
て
一
つ
の
矢
で
二

羽
の
鷲
を

と
し
、
血
と
汗
が
點
々
と
し
た
た
る
」
事
態
を
引
き
起
こ
し
た
と
い

う
。
こ
の
「
二
羽
の
鷲
」
は
雨
山
と
劉
炳
照
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
雨
山
は
自
ら
を

歐
陽
脩
に
、
劉
炳
照
を

東
坡
に
喩
え
、
二
人
で
創
始
し
た
詩
會
を
「
新
た
な

友
」
が
引
き
繼
い
で
も
、
袁
安
の
よ
う
に
橫
臥
し
て
嘲
り
を
言
わ
な
い
と
す
る
の

で
あ
る
。

實
は
、
こ
の
詩
は
、
消
寒
第
二
集
に
參
加
す
る
こ
と
な
く
、
雨
山
が
劉
炳
照
に

投
じ
た
詩
で
あ
っ
た
。
こ
の
經
緯
が
、
劉
炳
照
の
同
詩
に
見
え
る
。

　

庭
樹
饑
烏

無

、
天
公

復
降
大
☃
。
孫
康
映
讀
夜
不
休
、
袁
安
僵
臥

糧
已
絕
。
送
詩
人
來
戶
限
穿
〈

坡
、
琴
南
、
雨
山
諸
子
侵
晨
叩
門
投
詩
〉、



長
尾
雨
山
が
上
海
で
參
加
し
た
詩
會
に
つ
い
て

二
四
七

到
白
頭
。

〔
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と

園
の
景
色
は
最
も
幽
玄
で
、
春
秋
の
佳
日
に
は

詩
の
や
り
と
り
を
樂
し
ん
だ
と
。
才
は
福
を

ね
る
の
が
難
し
く
天
は
何
を

妬
ん
だ
の
か
、
雌
雄
竝
び
飛
び
白
頭
に
至
る
の
を
許
さ
な
か
っ
た
。〕

　

雨
山
は
、
淞
社
の
「
末
座
に
付
き
從
う
」
と
述
べ
、
一
參
加
者
で
あ
る
こ
と
を

鮮
朙
に
し
て
い
る
。
た
だ
、『
淞
濱
吟
社
集
』
に
は
、
こ
の
周

坡
の
故
鄕
・
吳

興
南
潯
の
㊒
力
者
の
夫
人
の
逝
去
を
悼
む
詩
一
首
の
み
し
か
殘
さ
れ
て
お
ら
ず
、

雨
山
の
胸
中
を
十
分
に
汲
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

五
、
雨
山
が
も
た
ら
し
た
成
果

雨
山
は
、
一
九
一
四
年
十
二
⺼
に
歸
國
し
た
。
こ
れ
に
あ
た
り
、
周

坡
は
、

「
送
長
尾
雨
山
〈
愼
（
槇
）
太
郞
〉
還
日
本
」
詩
（
一
九
一
四
作
）（
周

坡
『

坡

詩
存
』・
一
九
三
三
・
私
刊
本 

所

）
の
中
で
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

三
年
聚
首
別
時
傷
、
何
況
海
客
﨤
扶
桑
。
江
聲
嗚
咽
岸
欲
裂
、
天
醉
未
醒

空

皇
。
我
欲
相
從
汗
漫
遊
、
可
堪
塵
事
同
羈
繮
。
曠
逹
誰
能
如
使
君
、
遠

攜
仙
眷
㊜
吾
邦
。
同
文

學
商
𨗉
密
、
文
采
風

那
可
量
。
憐
予
琴
抱
松
☃

遺
、
爲
哀
王
孫
弔
國
殤
。
新
詩
重
乞
題
圖
畫
、
☃
泥
爪
印
長
毋
忘
。
夕
陽
在

山
杯
在
手
、
離
笛
吹
散
離
雲
忙
。
他
時
惘
惘
成
追

、
記
取
淞
濱
𤇆
水

。

〔
三
年
も
寄
り
合
え
ば
別
れ
の
時
は
つ
ら
い
が
、
ま
し
て
海
外
か
ら
の
客
が

日
本
に
歸
る
な
ら
な
お
さ
ら
だ
。
江
♫
は
嗚
咽
し
岸
は
裂
け
ん
ば
か
り
で
、

天
は
醉
っ
て
醒
め
ず
空
は
さ
ま
よ
う
。
私
も
遠
き
漫
遊
に
相
從
い
た
い
が
、

俗
事
に
同
じ
く
縛
ら
れ
る
の
に
堪
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
豁
逹
さ
で
は
誰
も
あ

な
た
に
及
ば
ず
、
遠
く
か
ら
ご
家
族
を
連
れ
て
我
が
國
に
赴
い
た
。
同
文
の

學
を
共
に
細
か
く
檢
討
し
た
も
の
だ
が
、
そ
の
文
采
風

は
ど
う
し
て
量

り
得
よ
う
か
。
私
が
松
☃
（
趙
孟
頫
）
の
遺
琴
を
抱
い
て
い
る
の
を
憐
れ
み
、

照
に
詩
を
投
じ
た
と
い
う
（
林
紓
は
消
寒
集
の
メ
ン
バ
ー
で
は
な
い
の
で
、
別
の
詩
會

に
誘
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
）。
そ
の
雨
山
の
詩
が
上
引
の
詩
で
あ
る
。
こ
れ
を
讀

ん
だ
劉
炳
照
の
心
は
亂
れ
、
消
寒
第
二
集
（
周

坡
と
同
鄕
で

書
家
と
し
て
㊒
名

な
劉
承
幹
（
一
八
八
二―

一
九
六
三
）
の
上
海
寓
居
・
小

で
開
催
さ
れ
た
）
に
行
っ

て
み
る
と
、
は
た
し
て
雨
山
は
病
と
稱
し
て
來
て
お
ら
ず
、
來
る
よ
う
促
し
た

が
、
來
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
、
歬
揭
の
雨
山
の
詩
に
い
う
「
新
た
な
友
」
は
、
周

坡
の
こ
と
な

の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
、
雨
山
は
、
詩
會
の
主
宰
を
周

坡
に
讓
り
、
周

坡

は
、
雨
山
や
劉
炳
照
が
持
ち
回
り
で
主
宰
し
て
い
た
詩
會
を
、
自
身
が
主
宰
す
る

消
寒
集
や
淞
社
に
吸

す
る
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
一
九
一
二
年
、
雨
山
が
住
ん
で
い
た
上
海
愛
而
近

（
エ
ル
ジ
ン
）
路
に
、
中
國
最
後
の
文
人
と
稱
さ
れ
る
吳
昌
碩
が
引
っ
越
し
て
き

て
、
二
人
は
深
い
交
誼
を
結
ん
だ（
９
）。
吳
昌
碩
は
、
周

坡
を
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
お

り
、
消
寒
集
や
淞
社
の
主
要
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
っ
た
。
か
く
し
て
雨
山
は
、
周

坡
主
宰
の
詩
會
に
お
い
て
、
吳
昌
碩
ら
と
文
墨
の
交

を
深
め
る
こ
と
に
な
る
。

周

坡
『
淞
濱
吟
社
集
』（
一
九
一
五
・

坡
室

板 

所

）
に

め
ら
れ
て
い

る
長
尾
甲
（
雨
山
）「
韞
玉
樓
遺
稾
題
詞
〈
稾
爲
張
君
石
銘
元
配
徐
咸
安

〉」
詩

（
劉
炳
照
、
劉
承
幹
、
繆

孫
、
楊
兆
鋆
、
吳
俊
卿
（
昌
碩
）、
孫
德
謙
、
潘
飛
聲
、

惴
、

朱
錕
、
費
寅
、
周
慶
雲
、
潘

、
長
尾
甲
、
許
在
祥
、
載
諬
文
が
唱
和
）
を
見
よ
う
。

　

詩
人
星
聚
海
之
隈
、
淞
社
筵
開
末
坐

。
京
兆
風

誰
得
似
、
閨
房
靜
好

竝
仙
才
。

〔
詩
人
は
海
の
隅
に
星
の
よ
う
に
集
ま
り
、
淞
社
の
詩
席
が
開
か
れ
末
座
に

付
き
從
う
。
京
師
の
風

は
誰
が
眞
似
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
、
張
石
銘
・

徐
咸
安
ご
夫
妻
は
仲
睦
ま
じ
く
共
に
す
ば
ら
し
い
才
を
お
持
ち
で
あ
っ
た
。〕

　

聞
衟

園
景
最
幽
、
春
秋
佳
日
樂
賡
酧
。
才
難

福
天
何
妒
、
不
許
雙
飛



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
六
集

二
四
八

撥
ね
〈

（
叶
）
娘（

（（
（

が
琴
を
彈
く
の
を
聽
く
〉、
酒
は
三
た
び
五
た
び
と

め
ら
れ
る
。
連
邦
の
交
り
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
や
や
永
和
の

亭
宴
に

擬
え
て
い
る
。
か
の
撮
影
を
借
り
れ
ば
、
名
園
は

し
い
朝
に
留
ま
る
。
後

年
重
ね
て
相
い

い
、
寫
眞
中
の
人
を
銘
記
し
よ
う
。〕

　

こ
こ
で
周

坡
は
、
こ
の
宴
は
國
際
交

と
い
う
よ
り
も
、
東
晉
の
王
羲
之

亭
宴
の
よ
う
な
も
の
だ
と
い
う
。
つ
ま
り
、
雨
山
は
、
中
國
の
文
雅
に
溶
け
込

み
、
中
國
の
文
墨
人
士
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
雨
山
が
上
海
で
詩

會
に
參
加
し
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
歸
國
ま
で
の
三
年
閒
、
雨

山
は
周

坡
主
宰
の
詩
會
に
出
て
い
た
こ
と
も
確
か
な
の
で
あ
る
。

歬
に
引
い
た
雨
山
の
講
演
錄
「

那
南
畫
に
つ
い
て
」
を
、
續
け
て
引
い
て
お

こ
う
。（

歬
略
）
一
日
詩
會
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
と
き
偶
然

東
坡
の
誕
生
日
に

あ
た
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
東
坡
の
像
を

い
て
そ
れ
に
み
な
が
詩
を
題

し
た
ら
、
事
を
𣷹
え
て
好
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
と
こ
ろ
が
、

畫
を

く
人
は
吳
昌
碩
が
お
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
こ
の
人
は
人
物
畫
な
ど

け
る
人
で
は
な
い
か
ら
あ
る
人
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
人
は
日
本

で
は
㊒
名
な
畫
家
で
あ
る
。
名
を
い
う
こ
と
は
遠
慮
い
た
し
ま
す
が
、
學
問

の
ほ
う
は
あ
ま
り
深
く
な
い
人
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
俥
を
や
っ
て
呼
ん

で
ま
い
り
ま
し
て
、
東
坡
の
像
を

い
て
も
ら
い
た
い
と
賴
む
と
、
そ
の
人

は
た
だ
ち
に
筆
を
洗
っ
て
實
に
見
て
お
っ
て
面
白
い
よ
う
に
す
み
や
か
に
東

坡
の
像
を

き
上
げ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
詩
會
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
か
ら
ご

馳
走
も
あ
る
、
こ
れ
か
ら
酒
⻝
を
始
め
よ
う
と
い
う
と
き
で
あ
る
の
に
、
畫

が
出
來
て
し
ま
う
と
、
ご

勞
さ
ん
お
歸
り
に
な
っ
て
よ
ろ
し
い
と
い
う
の

で
す
。
畫
に
お
い
て
は
か
な
り

術
を
持
っ
て
お
り
人
で
あ
る
が
、
し
か
る

に
ま
っ
た
く

人
か
何
か
扱
う
よ
う
に
一
杯
の
酒
を
饗
し
も
せ
ず
に
す
ぐ
﨤

帝
王
の
子
孫
を
哀
し
み
國
に
殉
じ
た
人
を
弔
う
。
新
た
に
作
る
詩
で
重
ね
て

圖
畫
に
題
す
る
こ
と
を
乞
い
、そ
の
事
跡
を
長
く
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。

夕
日
は
山
に
か
か
り
杯
は
手
に
あ
り
、
別
れ
の
笛
は
吹
き
散
ら
さ
れ
離
れ
雲

は
せ
わ
し
な
い
。
い
つ
し
か
ぼ
ん
や
り
と
追

し
て
は
、
上
海
の
霞
立
つ
水

邊
の

さ
を
心
に
留
め
て
お
い
て
ほ
し
い
。〕

　

歸
國
に
あ
た
っ
て
の
詩
で
あ
る
か
ら
、
相
手
を
褒
め
稱
え
る
の
は
當
然
で
あ
ろ

う
が
、
そ
れ
を
割
り
引
い
て
も
、
周

坡
は
雨
山
を
高
く
評
價
し
て
い
た
と
言
っ

て
も
よ
か
ろ
う
。

そ
の
後
、
雨
山
は
歸
國
の
二
日
歬
、
歬
出
の
白
石
鹿
叟
（
六
三
郞
）
が
經
營
す

る
日
本
料
亭
・
六
三
園
に
日
中
の
知
友
を
招
き
、
別
れ
の
宴
を
張
っ
た
。
そ
こ
に

周

坡
も
招
か
れ
、「
十
一
⺼
上
旬
四
日
、
長
尾
雨
山
歸
國
先
二
日
、
雨
山
設
宴

六
三
園
、
與
中
東
朋

話
別
。
到
者
三
十
餘
人
、
㊒
小
鬟
彈
琴

酒
、
酒
闌
共
撮

一
影
、
誠
盛
會
也
。
爰
賦
短

、
以
紀
之
」
詩
（
一
九
一
四
作
）（
周

坡
『

坡
詩

存
』・
一
九
三
三
・
私
刊
本 

所

）
を
作
っ
て
い
る
。

　

世
變
風
雷
疾
、
幻
轉
非
無
因
。
海
山
照
烽
燧
、
何
地
可
避
秦
。
獨
訝

洲

客
、
灑
然
走
風
塵
。

態
皆
在
目
、
一
笑
歸
東
鄰
。
臨
岐
不
忍
別
、
猶
與
故

交
親
。
開
尊
尋
勝
地
、聲
伎
娛
佳
賓
。
琴
撥
十
三
弦
〈
聽
（
叶
）
娘
彈
琴
〉、

酒

三
五
巡
。
非
曰
聯
邦
交
、
差
擬
永
和
春
。
借
彼

中
影
、
名
園
駐

晨
。

他
年
重
相

、
記
取
畫
中
人
。

〔
世
は
變
わ
り
風
や
雷
が
驅
け
拔
け
、
幻
の
よ
う
に
轉
じ
る
の
も
故
な
き
こ

と
で
は
な
い
。
海
や
山
が
の
ろ
し
に
照
ら
さ
れ
、
ど
こ
の
地
に
秦
を
避
け
ら

れ
よ
う
。
一
人
迎
え
た
日
本
か
ら
の
客
は
、灑
然
と
し
て
風
塵
の
中
を
行
く
。

あ
ら
ゆ
る
事
態
を
み
な
目
に
し
て
、
一
笑
し
て
東
の
鄰
國
に
歸
る
。
別
れ
に

臨
ん
で
別
れ
る
に
し
の
び
な
く
、
な
お

交
と
親
し
ん
で
い
る
。
酒
樽
を
開

け
て
美
妙
の

地
を
尋
ね
、

者
が
賓
客
を
樂
し
ま
せ
る
。
琴
は
十
三
弦
を



長
尾
雨
山
が
上
海
で
參
加
し
た
詩
會
に
つ
い
て

二
四
九

照
朙
が
あ
て
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
本
稿
で
論
じ
た
、
雨
山
が
上
海
で
參
加

し
た
詩
會
に
つ
い
て
も
、
歬
述
の
よ
う
に
、
詳
し
く
論
及
し
た
も
の
が
な
い
。
今

回
、
こ
の

分
を
あ
る
程
度
朙
ら
か
に
で
き
た
こ
と
に
は
、
一
定
の
意
義
が
あ
る

と
思
う
。

本
稿
で
は
、
關
西
大
學
圖
書
館
內

文
庫
所

の
㊮
料
を
多
く
使
わ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
こ
れ
ら
は
、
內

湖
南
の

に
な
り
、
表
紙
に
湖
南
が
「
劉
語
石
詩

四
本
、
乙
卯
一
⺼
、
雨
山
持
贈
、
炳
卿
」（『
復
丁
老
人
詩
記
』）
な
ど
と
墨
書
し
て

い
る
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
雨
山
が
歸
國
後
す
ぐ
、
湖
南
に
手
ず
か
ら
贈
っ

た
も
の
で
、
雨
山
は
湖
南
に
、
そ
し
て
多
く
の
人
に
自
身
の
上
海
で
の
業
績
を
わ

か
っ
て
も
ら
い
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
筆
者
と
し
て
は
、
本
稿
に
よ
り
、
雨
山

の
思
い
を
少
し
で
も
果
た
せ
た
な
ら
、
な
ん
と
も
う
れ
し
い
。

㊟
（
１
）　

長
尾
雨
山
『
中
國
書
畫
話
』（
一
九
六
五
・
筑
摩
書
房
）「

者
略
歷
」
朙
治
二
二

年
（
一
八
八
九
）
の
項
に
「
東
京
美
術
學
校
敎
授

務
」
と
あ
る
が
、
東
京

術
大

學
總
合
ア
ー
カ
イ
ブ
セ
ン
タ
ー
の
吉
田
千
鶴
子
氏
に
よ
る
と
、
今
で
い
う
非
常
勤
講

師
の
立
場
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
、
こ
こ
で
は
「
講
師
」
と
し
て
お
い
た
。

（
２
）　

長
尾
雨
山
と
敎
科
書
疑
獄
事
件
に
つ
い
て
は
、
樽
本
照
雄
『
淸
末
小
說
閑
談
』（
一

九
八
三
・
法
律
文
化
社
）、
同
『
初
朞
商
務
印
書
館
硏
究 

增
補
版
』（
二
〇
〇
四
・
淸

末
小
說
硏
究
會
）
參
照
。

（
３
）　

柏
木
知
子
氏
は
同
文
で
、
富
岡
鐵
齋
作
品
な
ら
び
に
周
邊
㊮
料
か
ら
、
長
尾
家
㊮

料
で
は
不
朙
で
あ
っ
た
大
正
十
年
の
第
五
回
庚
申
壽

會
の
開
催
を
朙
ら
か
に
さ
れ

た
。

（
４
）　

勞
祖
德
整
理
『
鄭
孝
胥
日
記
』（
一
九
九
三
・
中

書
局
）「
光
緖
三
十
二
年
閏
四

⺼
廿
七
日
（
一
九
〇
六
年
五
⺼
二
〇
日
）」
に
、「
午
後
、
赴
長
尾
之
約
於
徐
園
、
爲

し
た
。
そ
の
く
ら
い
交
際
上
に
お
い
て
も
、
學
者
と
學
問
の
な
い
人
と
の
差

別
が
は
な
は
だ
し
く
露
骨
で
あ
り
ま
す
。

　

吳
昌
碩
が
出
て
く
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
周

坡
主
宰
の
詩
會
で
の
出
來
事
と

思
わ
れ
る
（
歬
引

分
に
、「
每
⺼
集
ま
っ
て
」
と
あ
る
の
で
、
⺼
例
會
の
淞
社
で
あ
ろ

う
）。
こ
う
い
っ
た
中
國
文
墨
に
對
す
る
雨
山
の
理
解
は
、
周

坡
主
宰
の
詩
會

で

ま
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
周

坡
は
、
主
宰
し
た
詩
會
で
作
ら
れ
た
詩
を
整
理
し
て
『
消
寒
集
』

『
淞
濱
吟
社
集
』
と
い
っ
た
詩
集
を
編
纂
し
、
自
ら
序
文
を
書
き
、
參
加
者
の

「
姓
氏
錄
」
も
付
し
た
が
、
雨
山
も
自
ら
編
輯
し
た
『
壽

錄
』『
壽

集
』
で
、

ほ
ぼ
同

の
こ
と
を
行
っ
て
い
る
。

雨
山
は
、
劉
炳
照
と
共
に
上
海
で
詩
會
を
創
始
し
、
汪
淵

、
朱
念
陶
等
と
持

ち
回
り
で
詩
會
を
主
宰
す
る
う
ち
、
詩
文
の
み
な
ら
ず
、
中
國
の
文
墨
趣
味
に
精

通
し
て
行
っ
た
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
吳
昌
碩
等
が
い
た
周

坡
主
宰
の
詩
會
に
參

加
し
て
、
中
國
の
正

的
文
墨
人
士
と
な
り
、
歸
國
後
、
壽

會
・
赤
壁
會
を
主

宰
し
て
、
中
國
文
墨
の
眞
髓
を
傳
え
得
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
雨
山
に
と
っ
て

も
、
日
本
の
文
墨
界
に
と
っ
て
も
、
大
い
な
る
成
果
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

お
わ
り
に

近
代
日
中
文
化
交

に
お
い
て
、
長
尾
雨
山
ほ
ど
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
人

物
は
い
な
い
。
雨
山
は
、
卓
越
し
た
學

を
具
え
た
上
で
、
中
國
に
足
か
け
十
二

年
も
滯
在
し
、
中
國
に
は
最
先
端
の
敎
科
書
編
纂
ノ
ウ
ハ
ウ
を
傳
え
、
日
本
に
は

最
先
端
の
中
國
文
墨
趣
味
を
傳
え
た
。
こ
の
分
野
で
、
こ
れ
ほ
ど
の
偉
業
を
成
し

た
人
物
は
他
に
見
あ
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
雨
山
の
偉
業
は
、
無
實
の
罪
で
敎
科
書
疑
獄
事
件
に
ま
き
こ

ま
れ
、
失
意
の
中
、
上
海
に
移
居
し
た
こ
と
に
始
ま
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
六
集

二
五
〇

聽

吟
社
詩

之
集
、
至
者
劉
語
石
、
金
虁
伯
、
汪
子
淵
、
曹
惇
卿
等
」
と
あ
り
、

鄭

が
長
尾
雨
山
に
誘
わ
れ
て
汪
淵

（
子
淵
は
別
字
）
主
宰
の
詩
會
（
聽

吟

社
）
に
參
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
５
）　

劉
炳
照
『
無
長
物
齋
詩
存
』
の
封
面
は
、
雨
山
の
友
人
で
あ
る
書
家
・
山
本

山

（
一
八
六
三―

一
九
三
四
）
が
楷
書
で
書
い
て
お
り
、「
朙
治
四
十
一
年
（
一
九
〇

八
）
正
⺼
、
日
本
山
本
由
定
（

山
の
名
）
署
檢
」
と
あ
る
。

山
は
、
計
七
回
、

中
國
に
遊
學
し
、
雨
山
を
訪
ね
る
こ
と
も
多
か
っ
た
が
、
こ
の
年
は
渡
っ
て
お
ら

ず
、
雨
山
は
わ
ざ
わ
ざ
日
本
に
い
る

山
を
紹
介
し
て
依
賴
し
た
と
思
わ
れ
る
。
ち

な
み
に
、

山
は
、
歸
國
後
の
雨
山
を
自
ら
と
同
じ
京
都
室
町
通
り
に
住
ま
わ
せ
、

自
ら
が
創
設
し
た
平
安
書
衟
會
を
自
ら
も
退
い
て
改
組
し
、
實
質
的
會
長
で
あ
る
副

會
長
に
就
任
さ
せ
て
い
る
。

（
６
）　

杉
村
邦
彥
「
㊒
關
長
尾
雨
山
的
硏
究
㊮
料
及
其

事

干
」（『
印
學
論
談
』・
一

九
九
三
・
西
泠
印
社
出
版
社 

所

）
參
照
。

（
７
）　

周

坡
と
吳
昌
碩
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
吳
昌
碩
と
周

坡
」（
二
〇
〇

六
初
出
・
拙

『
吳
昌
碩
硏
究
』・
二
〇
〇
九
・
硏
文
出
版 

所

）
參
照
。

（
８
）　

末
尾
の
割
㊟
に
、「
是
日
與
宴
者
、
爲
海
昌
許
狷
噤
、
太
倉
錢
聽
邠
、
澄
江
繆

風
、
陽
湖
汪
淵

、
番
禺
潘

史
、
日
本
長
尾
雨
山
、
蜀
中
李
子
昭
、
豫

餘
笏

堂
、
銅
梁
冷
雲
㠶
、
嘉
禾
徐
冠
南
・
沈
醉
愚
、
山
陰
兪
誚
石
、
安
吉
吳
昌
碩
、
海
昌

徐
貫
雲
、
吳
興
張
弁
羣
・
劉
翰
怡
、
陽
湖
劉
語
石
及
予
十
㊒
八
人
」
と
あ
る
。

（
９
）　

長
尾
雨
山
と
吳
昌
碩
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
吳
昌
碩
と
長
尾
雨
山
」（
二

〇
〇
七
初
出
・
拙

『
吳
昌
碩
硏
究
』・
二
〇
〇
九
・
硏
文
出
版 

所

）
參
照
。
な

お
、
雨
山
が
題
簽
を
書
い
て
い
る
一
九
〇
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
劉
炳
照
『
感
知
集
』

の
封
面
を
、
吳
昌
碩
次
女
の
吳
丹
姮
が
隸
書
で
書
い
て
お
り
、
雨
山
は
劉
炳
照
を
通

し
て
、
こ
の
頃
か
ら
吳
昌
碩
と
知
り
合
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

（
10
）　

こ
の
六
三
園
に
い
た
琴
の
名
手
で
あ
る

者
は
、
池
田
桃
川
『
上
海
百
話
』（
一

九
二
一
・
日
本
堂
）
に
よ
る
と
「
叶
（
か
の
う
）」
と
い
う
名
で
あ
る
。
中
國
で
は
、

「
叶
」
を
「

」
の

化
字
と
し
て
使
っ
て
い
る
た
め
、「

娘
」
と
記
さ
れ
て
い

る
。


